
医療・介護サービスと生活支援の助け合い活動
とのネットワークをどうつくるか

川根本町地域包括支援センター

水と森の番人が創る癒しの里

地域の力を信じて…
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川根本町の概要

川根本町は静岡県の中央部に位置し、東は静岡市、南は島
田市、西は浜松市に隣接し、町域は大井川に沿った東西約
23km、南北約40kmの南北に細長い形で、このうちの約
94％を森林が占めています。

人 口 ６，４１３人

世 帯 ２，８３２世帯

６５歳以上 ３，１７４人

高齢化率 ４９．５％

要介護認定者 ６１５人(認定率１８．９％)

身体障がい者 ３２８人

知的障がい者 ６２人

精神障がい者 ３５人 R3.4.1
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＞町の面積は、県下で3番目の広さ、広い土地に少ない住民が点々と暮らし
ている。
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包括集合
社会福祉⼠

ケアマネジャー
管 理 栄 養 ⼠
社会福祉主事

保 健 師

看 護 師 保 健 師
精神保健福祉⼠

主任ケアマネジャー

保 健 師
社会福祉⼠

主任ケアマネジャー

>地域包括支援センターのメンバー。人材が足りないので自分たちで資格を
とる。

「資源が少ない町なら自分たちが資源になろう！」
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自然にワンストップ？
・転入、転出 ・住民票等各種証明

・国保、後期医療 ・納税相談 ・滞納整理
税務住民課

くらし環境課

健康福祉課

建 設 課

・環境衛生 ・動物 ・町営住宅

・生活保護 ・障がい福祉 ・各種健診

・児童福祉 ・生活保護 ・民生児童委員

・道路 ・河川

高齢者福祉課
・介護保険 ・地域包括支援センター

・高齢者福祉 ・訪問看護ステーション

＞地域包括支援センターは、直営で1か所。高齢者福祉課の中にある。

＞5年前からは、直営の訪問看護ステーションを、同じ課の中に立ち上げた。
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医療・介護連携
⼀番知ってほしいのは︖

「協働」
～住民と力を合わせて～

背景

実態

何をする
のか

＞総合病院もなく社会資源が少ない中、医療、介護、福祉の専門職と住民
が力を合わせている。

「最後まで、住み慣れた地域で、自分らしく」を言葉だけにしないように…
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＞医療、介護やACP、介護予防の情報は、地域包括支援センターが全地区
を巡回して住民に伝える。
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＞亡くなった方のご家族への訪問調査の結果、こういったものを住民に伝え
ている。
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●⾃宅での看取り

●病院での看取り

 ⼊院させようと迷ってい
るうちに亡くなった。

 本⼈も苦しんだし、家族
も疲れた。

 ⾃分の家なので、⽤事を
しながら介護できた。

 本⼈もいつもどおりの⽣
活ができた。

 親戚に「なぜ⼊院させな
かった」と責められた。

家族が介護しなくても看
護師さんがやってくれる
ので、その分⼿を握った
り体をさすったりできて
良かった。

＞訪問調査で聞き取った家族の声。

「良い終末イコール家で亡くなることとは限らないね」という住民の声も…こ
のままで良いのか？
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＞「良い終末を在宅で！」をテーマに、医師やケアマネジャー、行政、介護
事業所などと地域ケア会議を重ねた。
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＞地域ケア会議を経てできた看取りの手引書の一部。

＞医療連携コーディネーターを担う地域包括支援センターに相談が入ると、
このフローに沿って在宅療養が開始される。
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＞前のページを住民向けに作りかえて、全地区巡回で説明会を行った。

＞住民から「自分が意識が無くなったら、“家で終わりたい”って言えないじゃ
ん」の声。
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＞意識、意思のあるうちに、自分の思いを残せるようにするには…をテーマ
に、多職種が集まり地域ケア会議を行った。
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＞地域ケア会議を経て「私の大切なことメモ」ができた。
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＞「私の大切なことメモ」の普及のため、地域包括支援センターで紙芝居を
作り、全地区を巡回した。
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＞紙芝居の後で、実際に「大切なことメモ」を記入してもらう。

＞2枚複写になっていて、1枚は自分、もう1枚を本人同意のもと地域包括支
援センターが保管する。
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＞実際に書かれたもの。

＞現在、地域包括支援センターで希望者800人分のメモを保管。「ACPバン
ク」と呼んでいる。
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＞診療所の医師も在宅医療に熱心に取り組んでおられる。訪問診療、往診
も多い。
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＞戸数の少ない限界集落では、在宅療養をあきらめている人が多かった。

＞その集落に医師が出向き、住民と懇談会。「家で終わることができるんだ
ね」と安心する住民。
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＞高齢者の通いの場に診療所の医師が出向き、健康の話をしたり、住民の
心配事に答えたりしている。
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＞歯科医師も、在宅療養や認知症施策に熱心。

＞通いの場に出向いて、オーラルフレイルや口腔ケアの方法を伝える。
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＞医療職だけでなく住民も「助けられる命は、みんなで助けよう」と救急法を
伝えるボランティア「EMS川根本町」を立ち上げた。

＞地域がら、救急車の到着前にAEDや心肺蘇生をすることもある。
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みんなで知恵を出し合って

「協働」
～小さな課題は、すぐ形に～

＞在宅医療介護連携推進会議（多職種連携会議）と地域包括ケアシステム
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＞在宅医療介護連携推進会議の様子。

＞この会議から「訪問看護ステーション」や「ちょこっと介護相談所」「ケアラー
ズカフェ」「ちょいサポ」などが生まれた。
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＞同じ事務所に机を並べる訪問看護ステーション（奥）と地域包括支援セン
ター（手前）

＞これにより、地域包括の職員は医療面のスキルを上げ、訪問看護師はソ
ーシャルワークを身に付けることができる。
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＞24時間365日運営している、小規模多機能介護ホームとグループホーム
が「ちょこっと介護相談所」を開設。

＞「急に寝たきりになって、オムツのあて方もわからない」など駆け込みの相
談に、昼夜を問わず対応。
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＞認知症サポーターを経て話相手ボランティアとなった住民が運営するカフ
ェ。

＞認知症の方や介護認定を受けた人をはじめ、誰が来てもいいカフェ。
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＞元気な高齢者が、弱くなった高齢者のゴミ出しやちょっとした買い物を手
伝う「ちょいサポ」
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＞ちょいサポさん（右）が、ガン末期のおばあさんと一緒に、畑を耕していると
ころ。
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コロナ禍…何ができる︖︖

＞コロナ禍…外出できなくなった高齢者の安否を心配して、地域ケア会議で
対策を検討。
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＞地域ケア会議の結果、全戸に設置されているIP告知端末「かわねフォン」
のテレビ電話機能を使い、話相手ボランティアが「お元気コール」をスタート。

＞訪問看護師が糖尿病の人にインスリン注射のやり方を、テレビ電話でレク
チャーすることもあった。
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＞自宅に居ながら運動できるよう、地域包括支援センターとリハ職が、ご当地
体操を作成。かわねフォンで動画配信。
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＞地域包括ケアシステムや在宅療養が推進される中、介護サービスの枠で
はできないこともあり、そのジレンマを持つ専門職から声が上がり…

＞「亡くなる前にしたい事」を叶える専門職のボランティアが誕生。
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＞すい臓がん、余命4か月のけい子さん。本人は「家族に迷惑かけるから、
療養病床へ行く」と言っていたが…

＞地域包括支援センターが本人の意向を確認すると「本当は家に帰りたい」
と泣き崩れる。

＞コロナ禍、下手に入院すると最後まで会えないかもしれないと、長男が「も
っと、ワガママを言え！」と母を説得し、在宅療養となる。

＞「死ぬ前に、五味八珍のラーメンが食べたい」という母の思いに、ボランテ
ィアが同行することに。

＞ラーメンの前に好きなパチンコ屋に行き、フィーバーがかかって、家族は
大盛り上がりだった。

＞その後、ラーメンを少しだけ食べた後、けい子さんから家族へお礼の手紙
が渡された。
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＞ラーメン屋でボランティアが家族写真を撮影。

＞けい子さんは、この後も亡くなるまで吐血が続いたが「あの時、ラーメン食
べといてよかった」と最後まで笑顔だった。
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コロナワクチン接種に

地域包括ケアシステムが

有効に作⽤にした⁉

＞一昨年、コロナワクチン接種を行うこととなったが、高齢者の多い川根本町
にとっては“ネット予約”はハードルが高かった。

＞また、会場までの足の確保も課題となっていた。
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役場内の連携（再掲）
・転入、転出 ・住民票等各種証明

・国保、後期医療 ・納税相談 ・滞納整理
税務住民課

くらし環境課

健康福祉課

建 設 課

・環境衛生 ・動物 ・町営住宅

・生活保護 ・障がい福祉 ・各種健診

・児童福祉 ・生活保護 ・民生児童委員

・道路 ・河川

高齢者福祉課
・介護保険 ・地域包括支援センター

・高齢者福祉 ・訪問看護ステーション

＞本来、ワクチン接種の担当課は健康福祉課だが、医療介護連携を担う地
域包括支援センター（高齢者福祉課）も課を超えた協力体制を作った。

＞これをきっかけに、両課の専門職を束ねる統括保健師が誕生した。
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＞多職種で地域ケア会議を重ね「予約不要」「会場、日時指定」の集団接種
で行うスタイルに決定。

＞町内医師、看護師、保健師、NPOなどそれ以外の人々が一丸となって実
施することができた。
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＞当初、ワクチンへの理解が進んでいなかったため、住民が混乱したり不安
にならないよう、全地区巡回で住民説明会を行った。
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＞ワクチンの説明会を熱心に聞く住民。
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接種会場

＞ワクチン接種は、思いのほかスムーズに進んだ。「ネット予約しなくて済ん
で助かった」という声が多かった。
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DR予診

＞町内診療所の医師が昼休みを利用して接種に協力。

＞この会場で、医師同士が交流し、連携が進んだ。

＞その後、歯科医師も研修を受け、接種者として協力。
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＞福祉用具の業者も会場に無料で手すりを付け、当日、ボランティアとして
高齢者の移動を介助した。
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＞ちょいサポの皆さんも、スタッフとして住民を誘導した。
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NS

＞手前の接種者は、診療所の看護師、奥は訪問看護師。同じ会場で従事
することで、後の看、看連携につながった。
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＞ケアマネジャーが所属事業所と相談し、接種会場に来るのが大変な高齢
者の送迎に協力。
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＞雨でぬかるんだ接種会場の駐車場を整備する、役場職員と地元の消防団
員。
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住⺠ 施設

訪看

福祉用具

ヘルパー

ケアマネ包括

医師

歯科医師

薬剤師

自治会

リハ職

学校 事業所

地域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

みんなで築く、誰もが安⼼
して暮らせる川根本町

＞これまで築いてきた地域包括ケアシステムが、コロナのワクチン接種にも生
かされた。

＞ワクチン接種を通じて、地域包括ケアシステムがさらに拡充したと感じてい
る。

＞今後も「地域の力」を信じて、業務を推進していきたい。

48




